
令和 4 年 12 月吉日 

 

第 37回宮城県臨床細胞学会総会並びに学術集会のご案内 

 

歳末の候、会員各位におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、標記につきまして下記の通りご案内いたします。今回は東北大学医学部臨床大講堂での

現地と Live 配信のハイブリッド開催となります。出来るだけ多くの会員の方に御参加いただき、

宮城県の活動を一層活発なものにしていきたいと願っております。どうぞよろしくお願い申し上

げます。 

宮城県臨床細胞学会会長 伊藤 潔 

 

記 

日時：令和 5 年 2 月 5 日（日） 9：50～16：30 

   ※進行により、終了時間が予定より早まる場合がございます。ご注意ください。 

 

内容： 

１）特別企画    座長  渡辺 みか （国家公務員共済組合連合会東北公済病院 病理診断科） 

「臨床と病理のコミュニケーション」 

1．適切な治療方針決定のために臨床医師が細胞診依頼で留意すべきこと 

石橋 ますみ（東北大学 産婦人科） 

2．当院のコミュニケーションツール  

高橋 幸夫（仙台赤十字病院 病理診断科病理技術課） 

3．気管支内視鏡検体および超音波内視鏡検体の迅速細胞診における臨床側との 

コミュニケーション       

遠藤 希之（仙台厚生病院 病理診断・臨床検査科） 

  

２）特別講演 （共催セミナー：中外製薬株式会社） 

座長  八重樫 伸生（東北大学大学院医学系研究科 婦人科学分野） 

「ゲノム検査における検体品質管理の重要性について」 

西原 広史（慶應義塾大学医学部 腫瘍センターゲノム医療ユニット） 

４）総会 

５）一般演題 4 題      座長  國吉 真平（気仙沼市立病院 病理診断科） 

                    鶴田 里美（JCHO 仙台病院 病理部） 

６）スライドセミナー4 題   

座長   井上 千裕（東北大学医学系研究科 病理診断学分野）  

高崎 健司（みやぎ県立こども病院 検査部） 

 

 



＊大学病院内の駐車場は使用できませんので、公共交通機関をご利用ください。 

＊会場内飲食禁止のため、昼食の用意はございません。お食事を取る際は、講義室を出てホー 

ルを利用いただくか、学外でお取りください。 

＊現地で参加される方は、バーコードによる受付を行いますので日本臨床細胞学会の会員カー

ドをお持ちください。研修単位は申請中です。 

＊日本産科婦人科学会会員の方は、JSOG カードまたは JSOG アプリにて受付をいたしますの

でご準備ください。単位は申請中です。 

 ＊Live 配信の視聴方法： 

参加 URL を配布いたします。 

視聴の際には必ずアカウント名に氏名（フルネーム）を入れて頂くようお願いいたします。 

氏名の確認が出来なければ単位申請できません。 

＊参加費は無料です。 

（ただし宮城県臨床細胞学会の会員、細胞診を勉強中の方、学生以外の方は参加費 2,000 円

頂戴します。） 

＊プログラムは 1月に宮城県臨床細胞学会ホームページに掲載される予定です。 

各自ダウンロードのご協力をお願いいたします。 

            以上 


